
基 本 目 標〔３〕
地 域 の 特 性 に 応じた
機 能 的 なまち
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54 後 期 基 本 計 画

（１）地域特性に応じた空間づくり

目指す姿

温泉観光都市としてさらに発展し、熱海ら
しい景観・環境を保全・活用して、ブランド力
を生かしたまちづくりが進んでいる。

現状と課題

本市は三方を山に囲まれ、東は相模灘に面し、沖合には初島を擁する温泉地であり、泉、伊豆
山、熱海、多賀、網代、初島の各地域では、地理的、歴史的背景の違いにより、それぞれ異なっ
た景観と街並みが形成されてきました。

首都圏からのアクセスも良く、中心地である熱海駅前から銀座通りにかけては観光客で賑わ
いを見せています。また、駅から海岸沿いに下ると、季節の花や海、山の景色を眺めながら散
策できる遊歩道やデッキがあり、市民や観光客に親しまれています。

しかし、駅と海岸を結ぶ道路は傾斜が急であり、誰もが歩いて回遊するには困難な地形となっ
ています。そのような地形での移動を円滑にするためには、インフラの整備や改修の必要があ
ります。

今後、人口減少や少子高齢化の進行が見込まれる中にあっても、本市に魅力を感じ定住した
くなるような、安心して暮らすことができる持続可能なまちづくりが必要です。そのためには、
商業や医療などの多様な都市機能の集積による中心市街地の魅力の向上や基幹産業である観
光の活性化を推進する必要があります。

また、今後のまちづくりにあたっては、市民や事業者、団体などと協働で推進できる仕組みの
構築が求められます。

本市の貴重な財産である豊かな地域資源を保全・活用するとともに、これらの景観の調和に
配慮しつつ、まちの魅力向上に取り組む必要があります。

関連データ

関連するSDGs

53

（Ĩ）地域ၟตƠࣤƍƔ઱৖ƚƄƿ

目指す姿 関連する SDGs 
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ƿƁුǈƜŹǀc

現状と課題
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関連データ

ตಱᇠဘདጦዿƣআ஽

ഞ࿳g፭ᎬīႩဗဒ౦計बৰຉྔ௮�ዿထདࡰᇠဘདጦዿኜูᄾጴ�

性質別土地利用の割合

出典：令和４年度都市計画基礎調査「用途地域別土地利用面積比率」
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主な事業

●中心市街地の魅力向上に向けたインフラの改修
●回遊性向上に向けた交通インフラの整備
●心地よい空間形成に向けた空き店舗などのリノ

ベーションによるまちの新たな魅力の創出
●渚第４工区、観光港遊休地などの熱海港湾の整

備・利活用の推進
●伊豆箱根エリアの玄関口にふさわしい温泉観光

地としての良好な景観形成の推進
●各地区の特性にあわせた都市機能の誘導と良好

な住環境の形成の推進
●歩道のバリアフリー化の推進

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

観光交流客数
R5 R12 地域資源を保全、活用し、景観の調和に配

慮しつつ、まちの魅力向上に努め、観光入
込客数の増加を目指します。627万人 700万人

渚第４工区整備事業
（解説P.152）進捗率

R6 R12 熱海港湾の魅力向上による熱海のブランド
力向上を図るため、整備完了を目指します。53.1% 100%

協働の取組 行政の取組

市民
●地域の清掃活動や緑化活動に参加する。
●都市景観や自然環境の保全に努める。

地域活動等
●地域の清掃活動や緑化活動を企画・実行

し、地域住民の参加を促す。
●都市景観や自然環境の保全に努める。

事業者
●市や地域のまちづくりに協力する。
●熱海市景観計画を踏まえた、屋外広告物

の適切な設置、維持管理をする。
●空き店舗のリノベーション（解説P.153）

によるまちの再生に努める。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●市民や地域の団体が協働によるまちづく

りを行うための機会を提供する。
●空き店舗のリノベーションによるまちの

再生を支援する。
●地域主体のまちづくり活動を支援する。
●地域主体の再開発を支援する。
主体的に実施する取組
●既存インフラの改修や再整備を実施す

る。
●歩道のバリアフリー化により居心地がよ

く歩きたくなる街並みづくりを推進する。
●中心市街地の魅力向上に努めるととも

に、他の地域への賑わい波及を促進す
る。

●熱海らしい景観や熱海港湾地域の魅力
向上を図るため、施設整備を行う。

●社会情勢にあったまちづくり条例の見直
しを検討する。

●良好な都市景観を守るため、熱海市景観
計画、熱海市景観条例、熱海市屋外広告
物条例を周知し的確な指導を行う。

●土地利用規制の制度を周知し的確な指
導を行う。

●良好な自然環境を守るため、関係法令を
周知し的確な指導を行う。
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56 後 期 基 本 計 画

（２）住環境の整備

目指す姿

誰もが安全・安心・快適に暮らすことができ
る、住み続ける・住みたくなる都市の形成に向
け、市民などと協働によるまちづくりが進ん
でいる。

現状と課題

本市は起伏に富み、緑豊かで温泉に恵まれていますが、急峻な地形であるため平坦な土地が
少なく、土地利用に関しては制約があり、地域の特性上、災害リスクも抱えています。

古くから温泉保養地として栄えてきたことから、別荘やリゾートマンションといった定住向け
ではない二次的住宅の割合が高く、人口減少や少子高齢化の進展と相まって、コミュニティ維
持や空き家の増加による景観上・防犯上の問題が懸念されます。

また、市内の住戸の約３割を占める分譲マンションについては、高経年化や温泉付きリゾート
マンション特有の管理上の課題があるなか、ファミリー向けマンションの需要は高まっています。

産業面においては、宿泊客がコロナ禍前の水準に戻りつつある中、労働力の確保に際し、ま
ちなかにおける従業員寮の不足が喫緊の課題となっています。

一方で、高齢者や障がいのある人、子育て世代などの住宅確保要配慮者に向けた住宅セー
フティネット（解説P.151）機能としての役割をもつ市営住宅は、市街地から離れた立地にあり
老朽化が進行しています。

公共交通に関しては、鉄道、路線バス、航路などの公共交通網が整備されていますが、公共
交通の利用者は減少傾向にあり、運転士不足などの影響もあって、一部のバス路線では維持・
確保が困難となっています。

人口減少・少子高齢化の時代においても持続可能で良好な住環境を整備していくためには、
都市機能や居住誘導によるコンパクト化と交通ネットワークの形成によるまちづくりが必要です。

住宅ストックの有効な利活用や防災・環境への配慮から、良質な住宅が建設され、適切な維
持管理のもとで長く使用することが求められます。

関連データ

空き家数の推移 住宅の耐震化率（%）

出典：住宅・土地統計調査結果

関連するSDGs
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主な事業

●熱海市立地適正化計画に基づく居住誘導や地域特性に応じた施策の展開
●多様な住まい方ができるまちの実現に向けた、ニーズや時代に合わせた住宅の更新や住宅

ストックの活用促進
●マンションや空き家といった住宅ストックの適切な維持管理・利活用の促進
●人口規模に見合った市営住宅の移転集約及びPPP/PFI手法を活用した再配

置の検討
●公共交通・バス路線のサービス維持に向けた利用促進策の実施
●高齢者などの交通課題解消に向けた新規取組の実施

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

居住誘導区域における
人口密度

H27 R12 人口減少の局面にあっても、都市機能を集
約したコンパクト化と交通ネットワークの形
成による活気あるまちづくりを目指します。49.9人/ha 現状維持

住宅の耐震化率
R5 R12 地震発生時の防災・減災対策のため住宅耐

震化の促進・啓発に努め、市民の安全・安心
な暮らしを目指します。85.4% 95%

1日当たりの公共交通
（鉄道、路線バス、初島
航路、タクシー）の利用
者数

R4 R12 人口減少に伴い、今後公共交通の利用者
の減少が見込まれる中、利用を促進し路線
の維持を目指します。22,521人/日 現状維持

協働の取組 行政の取組

市民
●自己所有地・建築物を適切に維持管理

する。
●建築物やブロック塀などを耐震化する。
●災害時の避難方法などについての理解

を深める。
●地域の防災訓練に積極的に参加する。
●公共交通機関を積極的に利用する。
地域活動等
●地域の防災・減災対策を実施する。
事業者
●自己所有地・建築物を適切に維持管理

する。
●建築物やブロック塀などを耐震化する。
●地域の防災・減災活動に協力する。
●公共交通に関する施策について、関連

する事業者間で連携する。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●建築物やブロック塀などの耐震化を促進、

啓発する。
●多様な主体と連携した相談窓口の充実と

利活用の促進、居住世帯への普及啓発に
よる空き家発生予防、管理不全・老朽危険
空家への改善指導を行う。

●市民と観光客双方の移動快適性向上のた
め、公共交通に係る関係者間の連携や調
整を実施する。

主体的に実施する取組
●熱海市立地適正化計画に基づくまちのコン

パクト化を推進する。
●二地域居住（解説P.152）や遠距離通勤な

どの多様な住まい方・働き方が可能となる
住環境を創出する。

●熱海市耐震改修促進計画に沿った住宅の
耐震化を促進する。

●マンション管理適正化を促進する。
●空き家化の予防、実態把握、適切な管理や

利活用の促進などの総合的な空き家対策
を推進する。

●市営住宅の集約・再配置や民間住宅を活用
した住宅セーフティネットを確保する。

●地域の様々な主体と連携した住宅政策を
展開する。

●市民の暮らしやすさと観光客の周遊性向上
のための公共交通の実現に向けた施策を
実施する。
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58 後 期 基 本 計 画

（３）道路・河川・海岸の整備

目指す姿

誰もが安全・安心・快適に暮らすことのでき
る、住み続ける・住みたくなる都市の形成に向
け、道路などの社会インフラが整備されてい
る。

現状と課題

本市の主な道路には、南北に延びて神奈川県湯河原町及び伊東市に繋がる国道135号、函
南町と繋がる県道熱海函南線、三島市や神奈川県箱根町に繋がる県道熱海箱根峠線がありま
す。また、市内の幹線的な道路としては、熱海駅和田浜線などが市の中央部にあります。市道
は、地域の安全かつ快適な生活に欠かせない道路として、実延長231,580ｍが配置されてい
ます。観光シーズンや休日などは国道135号や熱海駅周辺道路において交通集中による渋滞
が発生しているため、国・県・近隣市町と連携し、新たな広域幹線道路の整備による交通分散化
に向けた取組が必要です。また、市街地については地形的な制約から狭隘（きょうあい）な道路
が多い上、高度成長期に整備された道路や橋梁の老朽化が進み、改良や修繕が必要な箇所が
増加傾向にあることから、道路や橋梁の老朽化対策、歩道のバリアフリー整備が必要です。

昨今の自然災害の激甚化を踏まえ、各施設の被害も甚大化する傾向にあることから、交通ネッ
トワークなどの被害を最小限に留めるとともに、その復旧に迅速に対応する必要があります。

河川については急流も多く、自然災害における被害発生のおそれがあることから、護岸整備
などの改修や維持管理により適切な河川環境の確保が必要です。

また、海岸については、魅力ある海岸整備が求められている一方で、津波対策も強く求めら
れています。

関連データ

関連するSDGs

後期基本計画（ࡎ）
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（Ī）ၗ᎓fओ๖fॆয়のธᅏ

目指す姿 関連する SDGs

༱Ʒが安全・安心・ऻ࿪に暮らすことのできる、住み

続ける・住みたくなるဒ市の૛ถに୶け、ၗ᎓などのೂ

会イȞフラがธᅏされている。

現状と課題

本市の主なၗ᎓には、ႊሾに࣊びて්ၼ๖ଡူओମ町及びࡓဪ市に૬がるேၗ 135஼、ჹႊ町と૬

がるଡၗ熱海ჹႊ๦、ూဥ市や්ၼ๖ଡჺ௠町に૬がるଡၗ熱海ჺ௠ၙ๦があります。また、市内の

঴๦的なၗ᎓としては、熱海ࢾᎬဂᆃ๦などが市の中࣡ᆪにあります。市ၗは、地域の安全かつऻ࿪

なภ活にଁかせないၗ᎓として、ಲ࣊ྙ 231,580Ťがვམされています。観୯ǢーǥȞや਷႘などは

ேၗ 135஼や熱海ࢾ೮ᇩၗ᎓において交ྫྷആ中によるഐ໾がᄇภしているため、ே・ଡ・近፥市町と

連携し、ශたなஃ域঴๦ၗ᎓のธᅏによる交ྫྷ分ై化に୶けた೘ຎが必要です。また、市ज़地につい

ては地૛的なฑዃからੵᾯ(きƼうあい)なၗ᎓が多いඑ、高ဗถྙ期にธᅏされたၗ᎓やੲፎのᎡਾ

化が進み、ूፕやೲ๼が必要なङസがໃ加૓୶にあることから、ၗ᎓やੲፎのᎡਾ化໴策、ᇶၗのǻ

ȕアフȕーธᅏが必要です。

దௗの自๹災害の૽ෝ化を၃まえ、२౮็のᅇ害Ʒෝ大化する૓୶にあることから、交ྫྷǸッǳȚ

ーǚなどのᅇ害を௻൚଺にጽめるととƷに、ƒのᆲ੊に෡໒に໴ࣤする必要があります。

ओ๖については਼流Ʒ多く、自๹災害におけるᅇ害ᄇภのおƒれがあることから、୦য়ธᅏなどの

ूೲやࡥ持৉ጫにより࿪โなओ๖ৄ੩の॰ᇱが必要です。

また、海য়については、ት፛ある海য়ธᅏが求められている一ሑで、ྥჂ໴策Ʒ੫く求められてい

ます。

関連データ

৉ጫੲፎ ऑੲ年༉ᇠのᄕ定ત分（全 129 ੲ）

出典：熱海市ੲፎ定期࿾ଙ઄ኃ（R2⿤R5）

管理橋梁　架橋年代別の判定区分（全129橋）

出典：熱海市橋梁定期点検業務（R2～R5）
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主な事業

●県が実施する逢初川河川改修と連携した市道の拡幅整備の推進
●歩行環境の改善による徒歩での移動がしやすいまちづくりの推進
●橋梁の修繕工事と耐震補強工事の計画的推進
●熱海港湾の整備
●地域の実情に応じて、県が行うハード対策に市が行うハード・ソフト対策を組みあわせた総合

的な津波対策を推進
●広域幹線道路整備促進のための要望活動
●ICTを活用した交通調査に基づく渋滞対策の推進

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

市管理橋梁の健全性
R5 R12 橋梁定期点検結果による健全性をⅠ（健全）

またはⅡ（予防保全段階）の状態に保つこと
を目指します。108橋 119橋

渚第４工区整備事業
（解説P.152）進捗率【3
（1）再掲】

R6 R12 熱海港湾の魅力向上による熱海のブランド
力向上を図るため、整備完了を目指します。53.1% 100%

協働の取組 行政の取組

市民
●河川や海岸の清掃などの地域活動に参

画する。
●道路などの異常箇所を発見した際には管

理者に知らせる。
地域活動等
●河川や海岸の清掃などの地域の清掃活

動や自治会活動を行う。
●地域の防災・減災対策に努める。
●通行の妨げとなる看板や商品などの占有

物を置かない。
事業者
●河川や海岸の清掃などの地域の清掃活

動や自治会活動に協力する。
●通行の妨げとならないよう荷下ろしを工

夫し、看板や商品などの占有物を置かな
い。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●市民や地域団体が、河川、海岸清掃など

を行う取組を支援する。
●地域防災活動を支援する。
主体的に実施する取組
●伊豆山復興まちづくり計画に基づく被災

地域の社会基盤の整備を進める。
●歩道のバリアフリー化を進め、歩行環境

を改善する。
●熱海市橋梁長寿命化修繕計画や熱海市

橋梁耐震化計画に基づいた計画的な整
備を行う。

●熱海港湾地域の魅力向上を図るため、施
設整備を進める。

●津波対策を推進する。
●広域幹線道路（伊豆湘南道路（解説P.149）、

伊豆縦貫自動車道（解説P.149））の整備
を促進する。

●ICT（解説P.147）を活用した渋滞対策を
推進する。
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60 後 期 基 本 計 画

（４）公園・緑地の整備

目指す姿

誰もが安全・安心に利用できるよう、それぞ
れの特性を生かした市民参加型の魅力ある
公園づくりが行われている。

現状と課題

本市は急峻で平地が少ない地形ではあるものの、海や山の豊かな自然
の中に都市公園が位置し、市民や観光客の健康や憩い、運動、休息などの
利用に供するスペースとして活用されています。都市公園のほか、小規模
な広場や散策路などが配置されており、安全・安心な利用のためには計画
的な維持管理・修繕をしていく必要があります。

人口減少や少子高齢化が進み、ライフスタイルの多様化など市を取り巻
く社会情勢は変化しています。このような中、地域にとって身近な公園づ
くりを進めるためには、市民や事業者、行政が緊密に連携しながら、共通の
目的を持ってそれぞれが役割を担いながら協働していくことが必要です。
それぞれの公園の特性を生かし、魅力ある公園とすることで関心を高め、
地域の交流の場や緑化、愛着づくりの拠点として整備を行うことが求めら
れています。

一方で、財政状況などを踏まえつつ、公園の立地条件や利用頻度を検証
し、長期的な視点で継続的な管理が可能な規模や効率的な維持管理の方
法を確立していくことも求められています。

関連データ

関連するSDGs

59

（ī）୰ࣆf፜地のธᅏ

目指す姿 関連する SDGs 

༱ƷƁࡊ๺fࡊ඾ƠጦዿƜƂǀƽŻbƒǁƓǁƣၟต

ǇภƀƌƔ౦ኁౄइ૙ƣት፛ŷǀ୰ࣆƚƄƿƁபǄǁƛ

Źǀc

現状と課題

቎౦Ƥ਼ഢƜᇓདƁ൛ƟŹད૛ƜƤŷǀƷƣƣbॆƹ౅ƣሟƀƟಛ๹ƣཨƠဒ౦୰ࣆƁࡔམƌb౦

ኁƹ৑୯ਰƣଌஅƹૠŹbࢥ၌b਷ໍƟƞƣጦዿƠ੝ƎǀǤȅ|ǤƝƌƛঊዿƊǁƛŹƳƎcဒ౦୰

ಏࡥ඾ƟጦዿƣƔƶƠƤ計ब࿨Ɵࡊ๺fࡊƣưƀb൚ਊኟƟஃ඘ƹైప᎓ƟƞƁვམƊǁƛſƿbࣆ

৉ጫfೲ๼ǇƌƛŹƄᅢጅƁŷƿƳƎc

෗୵ଲ൛ƹ൛౤ஸ፼ँƁුƴbȔǏȀǤǪǏȖƣ໣ዻँƟƞ౦Ǉ೘ƿবƄೂवගฒƤᇥँƌƛŹƳ

ƎcƈƣƽŻƟཨbདࡰƠƝƘƛිઝƟ୰ࣆƚƄƿǇුƶǀƔƶƠƤb౦ኁƹಈ઄ೄbபทƁગቹƠ

ᎌૢƌƟƁƾb੢ྫྷƣኬ࿨ǇಏƘƛƒǁƓǁƁዂআǇ༶ŹƟƁƾ੤။ƌƛŹƄƈƝƁᅢጅƜƎcƒǁ

Ɠǁƣ୰ࣆƣၟตǇภƀƌbት፛ŷǀ୰ࣆƝƎǀƈƝƜ৘඾Ǉஸƶbདࡰƣ୪ጺƣ඘ƹ፜ँb࠮ཧƚ

Ƅƿƣ੐࿾ƝƌƛธᅏǇபŻƈƝƁਿƶƾǁƛŹƳƎc

ƣጵདඞଉƹጦዿᆇဗǇଙආƌbྙৼ࿨Ɵ౽࿾Ɯ૫໗࿨ࣆሑƜbఖทඡੳƟƞǇ၃ƳŽƙƙb୰ࡴ

Ɵ৉ጫƁईႷƟਊኟƹ୲ጴ࿨Ɵࡥಏ৉ጫƣሑሓǇ॰ጵƌƛŹƄƈƝƷਿƶƾǁƛŹƳƎc

関連データ

ᅧƣ༘୰ࣆ�୰ࣆfǤȈ|ǯஃ඘�ƣጦዿೄ෾ඡੳ

ಃፍg୰ࣆ፜དड
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୰ࣆጦዿೄ෾ ǤȈ|ǯஃ඘ጦዿೄ෾

�෗�

姫の沢公園（公園・スポーツ広場）の利用者数状況

資料：公園緑地課
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主な事業

●市内の公園施設の状況把握のもと、公園ごとの特性を明確にした
再編、集約、更新、長寿命化などの計画的な公園の整備

●ニーズに沿った健康遊具などの整備
●Park－PFIを含む公募型事業や公園緑地の美化などのボランティ

ア活動の活性化など、多様な主体と連携した整備や維持管理を通じ
た公園の魅力と賑わいの創出

●花壇の管理などのスキルアップ講座や初心者向け講座の実施

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

姫の沢公園利用者数

R6 R12
季節にあわせた体験・学習イベントの展開
や四季を通して花が楽しめる公園として園
内整備を進めるとともに、SNS（解説P.148）
などによる情報発信をすることで公園利用
者数の増加を目指します。

公園
125,631人

公園
142,000人

スポーツ広場
25,251人

スポーツ広場
26,800人

地域住民が主体となっ
て緑化活動をしている
公園、花壇などの個所
数

R6 R12 ボランティア数の減少に伴って活動場所の
縮小とならないよう、新たな担い手の参加
を促し維持していくことを目指します。12箇所 現状維持

協働の取組 行政の取組

市民
●地域の公園や緑地を活用する。
●地域の公園などの花壇や花木の手入れ

などに参加する。

地域活動等
●地域の公園や緑地を活用する。
●花壇や花木の手入れを地域コミュニティ

活動の一環として参加する。

事業者
●地域の資源である公園への関心を高める。
●それぞれの公園の特性に応じたイベント

などの賑わいづくりに貢献する。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●それぞれの公園の特性を生かし、賑わい

のあるイベントや憩いの場としての活用
を支援する。

●地域ボランティアなどと連携し、花壇や花
木の手入れを行う。

●公園内の景観を維持するため、民間事業
者と連携する。

主体的に実施する取組
●公園施設の再編・集約をすることにより、

計画的な公園施設の整備や維持管理を
実施し、安全・安心で快適な環境を提供
する。

●市民アンケート結果や、市民・利用者など
からの意見を取り入れた施設を整備す
る。

●市民との協働による公園づくりを推進す
るため、市の取組などの情報発信や利用
マナーの呼びかけなどの啓発活動を実施
する。

●梅、桜、紅葉、ジャカランダなどの観光資
源でもある樹木の保全や再生を実施す
る。
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（５）安全な水の安定供給

目指す姿

健全な経営の維持と強靭な水道施設への
計画的な更新を進め、安全な水を安定供給し
ている。

現状と課題

本市は湯治場・観光地として古くから栄えてきました。その水道事業の歴史は古く、全国で17
番目に早い明治40年（1907年）に創設され、以後110年以上持続しています。観光地としての
発展に伴い、水道施設については、定住人口に加え、夏休みや年末年始など交流人口が増える
時期の水需要にも対応できる施設を整備してきました。

しかし、近年の人口減少や節水機器の普及などによって使用水量は減少傾向にあり、水需要
に対して給水能力が大きく余剰している状況です。特に受水量の大半が余剰水量となっている
駿豆水道は施設更新が予定されており、これを契機に受水量の協議も行われます。水需要に応
じた受水量の適正化を図るとともに、自己水源の利用拡充など将来の受水量抑制に繋がる取組
も必要となります。

また、本市は山に囲まれた傾斜地の多い特有の地形であることから、水圧を調整する配水池
などの水道施設が県内自治体と比べても大変多く設置されています。その水道施設の多くは、
高度経済成長期に集中的に整備されており、老朽化に伴い順次更新の時期を迎えています。

私たちの生活に欠かすことができない重要なライフラインの一つである水道水の供給を今
後も維持し続けるためには、事業経営の効率化と計画的な施設・管路の更新が必要です。

近年、日本列島では１年のうちに何度も自然災害が発生しており、豪雨災害と地震災害が続
けて発生することもあるなど、被害状況が悪化するケースもあります。そのため、水道の断水
被害が広範囲で発生するような自然災害に備え、町内会や地元事業者、企業などと連携した対
策が課題となっています。

関連データ

関連するSDGs

資料：水道温泉課（令和７年３月末時点）

水道使用件数と使用量の推移 水道管耐震化率

出典：熱海の水道 令和元～６年度版
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（Ĭ）ࡊ๺Ɵ෯のࡊ࿊੝੉

目指す姿 関連する SDGs

ଌ全な૪ࢪのࡥ持と੫෣な෯ၗ౮็への計画的なஏශ

を進め、安全な෯を安定੝੉している。

現状と課題

本市はူಓ඘・観୯地としてଽくからࢯえてきました。ƒの෯ၗಈ઄の፾ౝはଽく、全ேで 17 ᄮ

目にວいነಓ 40 年（1907 年）にຕ็され、ࡒ後 110 年ࡒඑ持続しています。観୯地としてのᄇ࿶に

ᄔい、෯ၗ౮็については、定住人口に加え、ऊ਷みや年ቨ年ౡなど交流人口がໃえる時期の෯೫要

にƷ໴ࣤできる౮็をธᅏしてきました。

しかし、近年の人口減少や้෯৿৯のᆗ及などによってౚዿ෯ፘは減少૓୶にあり、෯೫要に໴し

て੉෯Ⴗ፛が大きくዬඖしているඡੳです。ၟに೥෯ፘの大ᄖがዬඖ෯ፘとなっているധ၂෯ၗは౮

็ஏශがያ定されており、これを૚৿に೥෯ፘの੤ਢƷ行われます。෯೫要にࣤƍた೥෯ፘの࿪ฝ化

を෨るととƷに、自ୂ෯ଳのጦዿ४ഊなど将来の೥෯ፘጌฑに૬がる೘ຎƷ必要となります。

また、本市は౅にࡗまれた૓ೀ地の多いၟዛの地૛であることから、෯࠽を調ธするვ෯ཕなどの

෯ၗ౮็がଡ内自ಓ体とᄾƮてƷ大ᇥ多く็མされています。ƒの෯ၗ౮็の多くは、高ဗ૪అถྙ

期にആ中的にธᅏされており、Ꭱਾ化にᄔいവ次ஏශの時期を૸えています。

౶たちのภ活にଁかすことができないഓ要なライフライȞの一つである෯ၗ෯の੝੉をௗ後Ʒࡥ

持し続けるためには、ಈ઄૪ࢪの効率化と計画的な౮็・৉᎓のஏශが必要です。

近年、႘本፿ဥでは１年のうちにःဗƷ自๹災害がᄇภしており、ு࢑災害と地ූ災害が続けてᄇ

ภすることƷあるなど、ᅇ害ඡੳが࠵化するǜースƷあります。ƒのため、෯ၗのཉ෯ᅇ害がஃᄧࡗ

でᄇภするような自๹災害にᅏえ、町内会や地ଭಈ઄者、৫઄などと連携した໴策が課題となってい

ます。

関連データ

出典：熱海の෯ၗ   ፭Ꭼଭ⿤ĭ年ဗᄟ    ಃፍ：෯ၗࣽ๜課（፭ᎬĮ年Īଈቨ時࿾）

෯ၗౚዿଉ数とౚዿፘの෮移 ෯ၗ৉໵ූ化率
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主な事業

●安全な水の持続供給に向けた浄水場の整備・更新、耐震化工事の計
画的な実施

●安定した水の供給のための水道施設や管路の更新・耐震化の計画
的な実施

●中長期的な事業運営を見据えた自己水源の有効活用の推進
●応急給水を想定したマニュアルの作成・周知による、非常時の市民や

協力団体との連携の強化

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

浄水施設の更新・耐震
工事完了数

R6 R12 安定して安全な水を提供できるよう、浄水
施設の更新・耐震工事を１施設完了するこ
とを目指します。３/６施設 ４/６施設

水道管路の耐震化率
R6 R12 安定して水を供給できるよう、水道本管の

総延長のうち耐震適合性がある管の割合
の向上を目指します。52% 56%

耐震対策が施されてい
る配水池容量の割合

R6 R12 安定して水を供給できるよう、耐震対策が
施されている配水池容量の向上を目指しま
す。30% 31%

協働の取組 行政の取組

市民
●水道事業の経営状況について理解を深

める。
●防災訓練や非常時の給水活動に参加す

る。
●自宅敷地内に引き込んだ水道管や貯水

タンクの適切な管理に努める。

地域活動等
●防災訓練や非常時の給水活動に参加す

る。

事業者
●水道事業の経営状況について理解を深

める。
●技術力を有する職員の確保・育成に努め

る。
●行政と市民などとの災害時の連携強化に

努める。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●水道事業の現状や計画について、広報誌

やホームページなどを通して情報発信す
る。

●非常時の給水活動について、市民へ周知
するとともに、町内会や関係機関と連携
する。

主体的に実施する取組
●老朽化した水道管の耐震化を計画的に

進める。
●老朽化した施設の更新を行いながら耐震

化を図り、水需要に見合う規模へダウン
サイジングする。

●事業運営・施設運用の効率化と、水源の
取水量及び給水能力の適正化を図り、水
道事業の健全な経営に努める。

●熱海市水道事業基本計画や熱海市水道
事業ビジョンなどの計画を実行しながら
評価・検証を行い、必要に応じて見直しを
行う。
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（６）市営温泉の安定供給

目指す姿

源泉の保全を図りながら安定供給を維持
し、幅広く市営温泉を利用してもらうための
情報発信を行い、健全な経営を持続してい
る。

現状と課題

本市は豊かな自然に恵まれ、源泉を数多く所有しており、自宅で温泉を楽しむことのできる温
泉供給事業を経営する全国でも数少ない事業体の一つです。温泉資源は本市特有の財産であ
り、この資源と温泉文化は地域全体で次代に引き継いでいく必要があります。

一方で、温泉の加入件数・使用量は年々減少していることに加え、運営費や施設の修繕・更新
のための費用が高騰していることから、経営を維持するために料金の値上げを余儀なくされて
います。また、一部の源泉においては揚湯量の減少や温度の低下が著しく深刻な問題となって
います。

今後も安定して市営温泉を供給するためには、源泉の保護を行いながら、施設更新工事を計
画的に行う必要があります。また、継続して市営温泉を利用してもらうために、温泉供給システ
ムなどの効率化を図り、健全な経営を維持していく必要があります。

関連データ

関連するSDGs

出典：熱海市温泉事業のあらまし 令和元～６年度版

温泉使用件数と使用量の推移 年間揚湯量

64

（ĭ）市ࣽࢪ๜のࡊ࿊੝੉

目指す姿 関連する SDGs

ଳ๜のᇱ全を෨りながら安定੝੉をࡥ持し、ᆳஃく市

๜をጦዿしてƷらうためのගሇᄇමを行い、ଌ全なࣽࢪ

૪ࢪを持続している。

現状と課題

本市は豊かな自๹に૝まれ、ଳ๜を数多くസዛしており、自༔でࣽ๜をॼしƵことのできるࣽ๜੝

੉ಈ઄を૪ࢪする全ேでƷ数少ないಈ઄体の一つです。ࣽ๜ಃଳは本市ၟዛのఖౌであり、このಃଳ

とࣽ๜ᇌ化は地域全体で次༉にࢂき૫いでいく必要があります。

一ሑで、ࣽ๜の加入ଉ数・ౚዿፘは年々減少していることに加え、ࢪࢥᅉや౮็のೲ๼・ஏශのた

めのᅉዿが高၉していることから、૪ࢪをࡥ持するためにፍઞの値එƇをዬਕなくされています。ま

た、一ᆪのଳ๜においてはዶူፘの減少やࣽဗの࿃ऀがེしくෆ௅なኴ題となっています。

ௗ後Ʒ安定して市ࣽࢪ๜を੝੉するためには、ଳ๜のᇱ୦を行いながら、౮็ஏශ୿ಈを計画的に

行う必要があります。また、૫続して市ࣽࢪ๜をጦዿしてƷらうために、ࣽ๜੝੉ǢスǱȋなどの効

率化を෨り、ଌ全な૪ࢪをࡥ持していく必要があります。

関連データ

                           

出典：熱海市ࣽ๜ಈ઄のあらまし ፭Ꭼଭ⿤ĭ年ဗᄟ

ࣽ๜ౚዿଉ数とౚዿፘの෮移 年間ዶူፘ
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主な事業

●源泉保全のための改修工事
●安定供給を維持するための計画的な管路・施設更新
●健全経営を継続するための効率的な動力装置への更新工事
●市営温泉に関する情報発信

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

老朽化の進んだ
貯湯槽の更新

R6 R12 令和５年度時点で50年以上経過している
貯湯槽の更新を目指します。０/14箇所 ２/14箇所

年間総使用量の維持
R6 R12 温泉の現状や効果・魅力について情報発信

を行い、減少傾向にある年間総使用量の維
持を目指します。435,007㎥ 現状維持

協働の取組 行政の取組

市民
●市営温泉事業の経営状況について理解

を深める。
●市営温泉の効果・魅力について関心を持

つ。

地域活動等
●熱海温泉への関心を持つ。

事業者
●市営温泉事業の経営状況について理解

を深める。
●技術力を有する職員の確保・育成に努め

る。
●宿泊・温泉利用施設として、温泉の効果

や魅力について情報発信する。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●温泉組合と連携し、源泉保護に取り組

む。
●市営温泉を利用してもらえるよう、利用可

能地区・加入条件・温泉の効果と魅力な
どについて情報発信する。

主体的に実施する取組
●老朽化した施設の効率化を考慮した更新

を実施する。
●源泉の適正な維持管理を行い、温泉を安

定的に供給する。
●事業運営・施設運用の効率化と、市営温

泉事業の健全な経営に努める。
●熱海市温泉事業基本計画を実行しなが

ら、評価・検証を行い、必要に応じて見直
しを行う。

●温泉の現状や効果・魅力について情報発
信を行う。
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66 後 期 基 本 計 画

（７）下水道施設の整備

目指す姿

公共下水道を軸とした汚水処理施設により
安定的に汚水が処理され、川や海の水質保
全や快適な生活環境が保たれている。

現状と課題

本市の汚水処理の基軸である公共下水道は、昭和26年に事業認可を取得し整備を開始しま
した。

令和６年度末における事業計画区域は1,029haであり、そのうち790.66haの整備が完了
していますが、公共下水道の未普及地域を残しているため、地域からの要望や現状を踏まえ、
事業効果が高い箇所の整備を進めています。

管路施設（下水道管総延長129km）は、標準耐用年数である50年に達する下水道管が年々
増加しており、今後老朽管の更新に多額の費用が発生することが懸念されます。

昭和60年に供用開始した下水処理場は、築40年が経過し、施設・設備とも老朽化への対応
が必要です。

また、近年の人口減少傾向や節水意識の向上などにより汚水量の増加も見込めず、下水道使
用料の減少が予想される一方で、施設の老朽化対応に加えて強靭化も必要となっていることか
ら、事業経営の効率化を図り、計画的な施設の更新を進める必要
があります。これは初島にある漁業集落排水事業も同様です。

浄化槽については、単独浄化槽（解説P.151）から生活排水を
処理できる合併処理浄化槽（解説P.149）への転換や浄化槽の適
正な検査・維持管理を促すことで、川や海の水質保全と快適な生
活環境を保持していく必要があります。

関連データ

●汚水処理人口普及率（％。※端数があるため合計は一致しない場合がある。）

関連するSDGs

後期基本計画（ࡎ）

64

（Į）ऀ෯ၗ౮็のธᅏ

目指す姿 関連する SDGs

୰੢ऀ෯ၗをತとしたࣞ෯ശጫ౮็により安定的にࣞ

෯がശጫされ、๖や海の෯ಱᇱ全やऻ࿪なภ活ৄ੩がᇱ

たれている。

現状と課題

本市のࣞ෯ശጫの基ತである୰੢ऀ෯ၗは、൨Ꭼ 26年にಈ઄Ⴁईを೘ၜしธᅏを्ౡしました。

፭Ꭼĭ年ဗቨにおけるಈ઄計画ત域は 1,029ha であり、ƒのうち 790.66ha のธᅏがরፇしていま

すが、୰੢ऀ෯ၗのቴᆗ及地域をౖしているため、地域からの要ሰやଵඡを၃まえ、ಈ઄効果が高い

ङസのธᅏを進めています。

৉᎓౮็（ऀ෯ၗ৉総࣊ྙ 129km）は、ᅮമ໵ዿ年数である 50年に༥するऀ෯ၗ৉が年々ໃ加して

おり、ௗ後Ꭱਾ৉のஏශに多ॽのᅉዿがᄇภすることがଖႪされます。

൨Ꭼ 60年に੝ዿ्ౡしたऀ෯ശጫ඘は、ཝ 40年が૪थし、౮็・็ᅏとƷᎡਾ化への໴ࣤが必要

です。

また、近年の人口減少૓୶や้෯意識の୶එなどによりࣞ෯ፘのໃ加Ʒ見௔めƏ、ऀ෯ၗౚዿፍの

減少がያມされる一ሑで、౮็のᎡਾ化໴ࣤに加えて੫෣化Ʒ必要となっていることから、ಈ઄૪ࢪ

の効率化を෨り、計画的な౮็のஏශを進める必要があります。これはഷဥにある੗઄ആጜჍ෯ಈ઄

Ʒ၍様です。

ච化ຫについては、単独ච化ຫ（解๊ P.»»）からภ活Ⴭ෯をശጫできる合ᇏശጫච化ຫ（解๊ P.

»»）への࿼হやච化ຫの࿪ฝなଙ査・ࡥ持৉ጫを້すことで、๖や海の෯ಱᇱ全とऻ࿪なภ活ৄ੩

をᇱ持していく必要があります。

関連データ

»ࣞ෯ശጫ人口ᆗ及率（²。Å༾数があるため合計は一ཙしない඘合がある。）

出典：ࣞ෯ശጫ人口ᆗ及率（อࣰଡ）

出典：汚水処理人口普及率（静岡県）
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主な事業

●熱海市公共下水道ストックマネジメント計画に基づく計画的・効率的な管路施設や下水処理
場などの管理（点検・調査、修繕・改築）の実施

●戸別訪問、施設見学、広報誌・新聞・ホームページなどによる下水道接続普及促進活動及び下
水道事業情報の発信

●地域からの要望などを踏まえた公共下水道未普及地域における下水道管の新設整備の検討
●補助制度拡充による単独浄化槽から合併処理浄化槽への転換の推進【（1（7）再掲】

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

公共下水道管の
改築済み総延長

R6 R12 下水道管の老朽化による道路陥没事故が
起こらないよう、熱海市公共下水道ストック
マネジメント計画に基づき計画的な下水道
管の改築を目指します。3.5km 6.9km

汚水処理人口普及率
の向上

R6 R12 公共下水道などの生活排水処理施設を使
える人口の割合を増やすことで、海や川の
水質保全や快適な生活環境の維持を目指
します。77.2% 80.0%

協働の取組 行政の取組

市民
●下水道事業の経営状態について理解を

深める。
●食べ残しや油の片づけに気をつけ、水を

汚さない行動をする。
●浄化槽を適切に維持管理する。【（1（7）

再掲】
地域活動等
●下水道事業の経営状態について理解を

深める。
●食べ残しや油の片づけに気をつけ、水を

汚さない行動をする。
●公共下水道の新設整備について地域の

合意形成を図る。
事業者
●下水道事業の経営状態について理解を

深める。
●食べ残しや油の片づけに気をつけ、水を

汚さない行動をする。
●浄化槽を適切に維持管理する。【（1（7）

再掲】

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●市民などが下水道についての情報に触れ

る機会を増やす。
●下水道管の新設整備に関して地域への

説明の場を設ける。
●公共下水道接続への切り替えのため、公

共下水道接続改造費助成制度、公共下
水道接続改造資金貸付制度を実施する。

●補助制度拡充により単独浄化槽から合併
処理浄化槽への転換を促す。【（1（7）再
掲】

主体的に実施する取組
●下水道施設の整備・管理を適切に行う。
●事業運営・施設運用の効率化に努め、下

水道事業の健全な経営を行う。
●下水道接続件数の増加に向けた普及・促

進活動の実施及び下水道に関する情報
発信を行う。
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